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1. 当社の現状 
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1-1. 収益力 ／当社の現状 

 ﾘｰﾏﾝｼｮｯｸ＇2008年（、塩ビ事故＇2011年（ ⇒ 収益力低迷 

 ﾋﾞﾆﾙ･ｲｿｼｱﾈｰﾄﾁｪｰﾝ立直し、機能商品事業の拡大 ⇒ 2015年度は過去最高益 



1-2. キャッシュフロー ／当社の現状 

5 

 ～2008年度 ： ﾋﾞﾆﾙ･ｲｿｼｱﾈｰﾄ大型投資 ⇒ ﾌﾘｰＣＦがﾏｲﾅｽ、 
                             ﾘｰﾏﾝｼｮｯｸもあり財務体質悪化 

 2009年度～ ： 財務立て直しのため、成長事業へ厳選投資 ⇒ ＣＦ改善 



1-3. 設備投資 ／当社の現状 
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 2009年度以降、ｺﾓﾃﾞｨﾃｨへの投資は抑制し、機能商品の成長事業へ厳選投資 



1-4. 自己資本・有利子負債 ／当社の現状 
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 ﾋﾞﾆﾙ･ｲｿｼｱﾈｰﾄ大型投資で、2008年度末は借入が過去最大 
 「成長事業への厳選投資＋増資＋収益力回復」で、財務立て直しに一定の目途 

  ⇒ 2015年度 ： 自己資本比率46.3%、ﾈｯﾄDEﾚｼｵ0.36、格付“Ａ－” → “Ａ” 



1-5. ＲＯＥ ／当社の現状 
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 2014年度 ： 特殊要因＇NPU合併で税金費用263億円減（もありＲＯＥ急上昇 
 2015年度 ： 資本増強＇291億円（も、高い利益水準でＲＯＥは10%超を維持 



1-6. 事業ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ ／当社の現状 
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 利益の獲得割合 ： ｺﾓﾃﾞｨﾃｨ＇石化・ｸﾛｱﾘ（ 43% vs. ｽﾍﾟｼｬﾘﾃｨ＇機能商品（ 47%  

 営業利益率 ： ｽﾍﾟｼｬﾘﾃｨ＇機能商品（ 18.7% ＋ ｺﾓﾃﾞｨﾃｨ＇石化・ｸﾛｱﾘ（ 6.5%  
                                    ⇒ 総営業利益率  9.2% 

ｺﾓﾃﾞｨﾃｨ 

43% 



2. 経営方針 
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2-1. 基本方針 ／経営方針 
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 ｺﾓﾃﾞｨﾃｨとｽﾍﾟｼｬﾘﾃｨの両軸をﾊﾞﾗﾝｽ良く強化 
 ｺﾓﾃﾞｨﾃｨ ： 現有能力で競争力・収益力を強化 
 ｽﾍﾟｼｬﾘﾃｨ ： 成長事業へ拡大投資、R&D・M&Aによる事業領域の拡充 

 安全・安定運転技術の確立 
 ﾄﾗﾌﾞﾙ・異常現象の撲滅 

 成長投資を機動的に実行できる盤石な財務基盤を構築 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ経営の深化 

財務基盤の維持・強化 

安全改革の推進 



2-2. 事業の位置付け ／経営方針 
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 両軸をﾊﾞﾗﾝｽ良く強化し、外部環境の変化に耐えられる事業ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵを構築 

  することで、企業価値の向上を図る 

両軸 

を 

ﾊﾞﾗﾝｽ 

良く 

強化 

  【コモディティ】 
 

 経営の基盤となる 

  ｷｬｯｼｭﾌﾛｰと利益 

  を確保 
 

 競争力の高いﾕｰﾃｨ 

  ﾘﾃｨ・基礎原料を自 

  社製品へ供給 
 

 外部環境で損益変動も、 

  基礎素材ゆえに 

  需要は底堅い  

  【スペシャリティ】 
 

 成長のﾄﾞﾗｲﾊﾞｰとして 

  利益拡大 
 

 継続的開発により 
  高利益率を維持 
 

 開発から収益事業と 

  なるまでのﾘｰﾄﾞﾀｲﾑは 

  10年以上 



2-3. 数値目標 ／経営方針 
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 ｺﾓﾃﾞｨﾃｨROS5%以上・ｽﾍﾟｼｬﾘﾃｨROS20%以上で、営業利益率10%以上を目指す 

 
(単位：億円) 

2015年度 
実績 

2016年度 
予想 

2018年度 
目標 

売 上 高 7,537 7,200 7,500 

営 業 利 益 694 720 850 

営 業 利 益 率 9.2 % 10.0 % 10 % 以上 

Ｒ Ｏ Ｅ 12.6 % 10 % 以上 10 % 以上 

注) 売上高は下記前提での参考値 

前 
 

提 

ド ル 120 円/$ 110 円/$ 110 円/$ 

ユ ー ロ 133 円/€ 120 円/€ 120 円/€ 

ナ フ サ 42,775 円/kl 40,000 円/kl 40,000 円/kl 



2-4. 数値目標＇ｾｸﾞﾒﾝﾄ別（ ／経営方針 
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 ｺﾓﾃﾞｨﾃｨ＇石化・ｸﾛｱﾘ（ROS ： 2015年度 6.5% ⇒ 2018年度 8.6% 

 ｽﾍﾟｼｬﾘﾃｨ＇機能商品（ROS ： 2015年度 18.7% ⇒ 2018年度 21.7% 

＇単位：億円（ 

2015年度 
実績 

2016年度 
予想 

2018年度 
目標 

売 

上 

高 
 

石 油 化 学 1,754 1,623 1,640 

ｸ ﾛ ﾙ ･ ｱ ﾙ ｶ ﾘ 2,798 2,638 2,770 

ｺ ﾓ ﾃ ﾞ ｨ ﾃ ｨ 計 4,553 4,261 4,410 

機 能 商 品 1,745 1,651 1,840 

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ他 1,239 1,288 1,250 

計 7,537 7,200 7,500 

営 

業 

利 

益 

／ 

率 

石 油 化 学 116 6.6 % 150 9.3 % 170 10.4 % 

ｸ ﾛ ﾙ ･ ｱ ﾙ ｶ ﾘ 180 6.4 % 190 7.2 % 210 7.6 % 

ｺ ﾓ ﾃ ﾞ ｨ ﾃ ｨ 計 296 6.5 % 340 8.0 % 380 8.6 % 

機 能 商 品 327 18.7 % 319 19.3 % 400 21.7 % 

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ他 71 5.8 % 61 4.7 % 70 5.6 % 

計 694 9.2 % 720 10.0 % 850 11.3 % 



3. 投資の方針 
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3-1. 基本方針 ／投資の方針 

財務基盤強化に 

一定の目途 

 財務立て直しのため、ｽﾍﾟｼｬﾘﾃｨの成長事業へ厳選投資 
 ｺﾓﾃﾞｨﾃｨへの投資は必要最小限に留める 

2009～2015年度 

 【コモディティ】 
 安定供給力と競争力の維持・強化のため、更新・効率化投資を 

  集中的に実施 
 【スペシャリティ】 

 成長事業へ拡大投資 
 R&D*1 ・ M&A*2 による事業領域の拡充 

中期計画＇2016～2018年度（ 

 ｺﾓﾃﾞｨﾃｨ ： 競争力の維持・強化に向けた投資 

 ｽﾍﾟｼｬﾘﾃｨ ： 成長に向けた投資 

*1 大学・ﾍﾞﾝﾁｬｰ企業との連携含む 
*2 特にﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ事業 
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3-2. 主な投資計画 ／投資の方針 

 2016～2018年度 ： 設備投資 1,300億円 ＋ M&A等300億円 ＝ 1,600億円 

成
長 

投 

資 

50 

% 

そ 

の 

他 

50 

% *1 M&A35億円含む 
*2 M&A、研究ﾌｧﾝﾄﾞ投資など 

 ﾊｲｼﾘｶｾﾞｵﾗｲﾄ能力増強 

 ｼﾞﾙｺﾆｱ能力増強 

 ﾄﾖﾊﾟｰﾙ＇分離精製剤（能力増強 

 ﾌｨﾘﾋﾟﾝ子会社でのPVC能力増強 

 機能性ﾎﾟﾘﾏｰ・機能性ｳﾚﾀﾝ能力増強 

 発電設備の効率化 

主な設備投資 



4. 研究開発の方針 
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4. 研究開発の方針 

 重点３分野「ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ」「電子材料」「環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ」の研究開発を加速 

 産学官連携の強化 

 研究ﾌｧﾝﾄﾞ投資による技術情報収集力の強化 

 Ｍ＆Ａの実施 

研究開発の加速に向けた取り組み 

 

• 診断ｼｽﾃﾑ・試薬 

• 医薬精製用分離剤 

• 医療用ﾎﾟﾘﾏｰ材料 

• 歯科用ｾﾗﾐｯｸｽ材料 

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ分野 

• 電子ﾃﾞﾊﾞｲｽ用薄膜形成材料 

• 有機EL用電子・正孔輸送材料 

• ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰ用光学ﾎﾟﾘﾏｰ 

• 半導体・LCD用石英ｶﾞﾗｽ 

電子材料分野 

• 環境浄化用薬剤 

• 触媒用ｾﾞｵﾗｲﾄ 

• ﾘﾁｳﾑ二次電池用材料 

• 高機能性ﾎﾟﾘﾏｰ 

 

環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ分野 

重点３分野の主な開発テーマ 

これらにより、「事業領
域の拡大」と「技術の獲
得」を図る 



5. 財務基盤強化の方向性 
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5. 財務基盤強化の方向性 
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 有利子負債は引き続き圧縮に努める 

 自己資本比率は50%以上を目標とする 

自己資本比率 

有利子負債 



6. 主な事業の成長戦略 
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6-1. クロル・アルカリセグメント ／主な事業の成長戦略 
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 2018年度 ： 営業利益210億円＇15年度比＋30億円（・率7.6％＇15年度比＋1.2％（ 

 

• PVC＇塩化ﾋﾞﾆﾙ樹脂（ 

• VCM＇塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ（ 

• 苛性ｿｰﾀﾞ 

• ｿｰﾀﾞ・塩素誘導品 

化学品事業 

事業内容 

• MDI＇ｳﾚﾀﾝ原料（ 

• 機能性ｳﾚﾀﾝ 

ｳﾚﾀﾝ事業 

• ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ 

ｾﾒﾝﾄ事業 



＜国内基盤強化＞  
 誘導品の拡充 

  ・塩化ｶﾙｼｳﾑ 
  ・次亜塩素酸ｿｰﾀﾞ 
  ・塩酸 
  ・重曹 

 ｽﾄｯｸﾎﾟｲﾝﾄの配備 
   → 全国を網羅 

0 

5 

10 

15 

20 

25 

2015年 2016年 2018年 

需要 

6-1-1. 化学品事業 ／クロル・アルカリセグメント ／主な事業の成長戦略 
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 ﾋﾞﾆﾙﾁｪｰﾝの全体最適による利益極大化 

 競争力ある原燃料の安定調達の追求 
 発電設備の効率化、 

  電力託送等による競争力強化 
 ﾌｨﾘﾋﾟﾝ子会社＇PRII社（でのPVC生産能力増強 
 ｿｰﾀﾞ・塩素誘導品の収益力強化 

【製品】 PVC＇塩化ﾋﾞﾆﾙ樹脂（、VCM＇塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ（、苛性ｿｰﾀﾞ、ｿｰﾀﾞ・塩素誘導品 

方向性 

取り組み 

ﾌｨﾘﾋﾟﾝのPVC需要 vs. 生産能力＇当社推定（ 

輸入 

 ＇万ﾄﾝ/年（ 
※ 需要想定 ： 年率8%成長 

ｿｰﾀﾞ・塩素誘導品の強化 

PRII社 

10万ﾄﾝ 

他社 

  工場 

  ｽﾄｯｸﾎﾟｲﾝﾄ 



210 

230 

250 

270 

290 

2015年 2016年 2018年 

6-1-2. ウレタン事業 ／クロル・アルカリセグメント ／主な事業の成長戦略 
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 MDIの高付加価値化、機能性ｳﾚﾀﾝの強化 

<MDI> 
 「汎用品」から「特殊品」、「単品販売」から 

  「ｼｽﾃﾑ販売」へのｼﾌﾄを加速 
 東南ｱｼﾞｱ、ｲﾝﾄﾞ、北米への販売強化 

<機能性ｳﾚﾀﾝ> 
 医療分野＇ｼｰﾙ材等（での拡販 
 HDI誘導品の生産能力増強 

【製品】 MDI＇ｳﾚﾀﾝ原料（、機能性ｳﾚﾀﾝ 

方向性 

取り組み 

ｱｼﾞｱのMDI需要＇当社推定（ 

 ＇万ﾄﾝ/年（ ｸｯｼｮﾝ材 

断熱材 

※ 需要想定 ： ｱｼﾞｱ全体年率6%成長 
                  ＇ｲﾝﾄﾞ10%、東南ｱｼﾞｱ8%（ 



6-2. 石油化学セグメント ／主な事業の成長戦略 
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 2018年度 ： 営業利益170億円＇15年度比＋54億円（・率10.4％＇15年度比＋3.7％（ 

 

• ｴﾁﾚﾝ 

• ﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ 

• ｷｭﾒﾝ 

ｵﾚﾌｨﾝ事業 

事業内容 

• ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

• 合成ｺﾞﾑ＇CR・CSM（ 

• PPS樹脂 

• 石油樹脂 

ﾎﾟﾘﾏｰ事業 



6-2-1. オレフィン事業 ／石油化学セグメント ／主な事業の成長戦略 
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 ﾅﾌｻｸﾗｯｶｰの高稼働維持による利益極大化 

 各留分をﾊﾞﾗﾝｽ良く自消・販売し、ｸﾗｯｶｰの高稼働 
  を維持 

 ｴﾈﾙｷﾞｰ原単位改善による競争力強化 
 適正なｽﾌﾟﾚｯﾄﾞを乗せた価格体系の構築 

【製品】 ｴﾁﾚﾝ、ﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ、ｷｭﾒﾝ 

方向性 

取り組み 

各留分外販 

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 

ﾅﾌｻ 

ｴﾁﾚﾝ 

ﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ 

分解油 

BB留分 

塩ビ樹脂 

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

ｴﾁﾚﾝｱﾐﾝ 

ｷｭﾒﾝ 

t-BA 

石油樹脂 

主な製品のﾌﾛｰ図 

ｸﾗｯｶｰ稼働率推移 

80.0 

85.0 

90.0 

95.0 

100.0 

2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 

東ソー 

国内平均 

＇％（ 

 国内平均を上回る高稼働率を実現 
 ｴﾁﾚﾝ大量購入ﾊﾞﾗﾝｽを活かしつつ、 

   中京地区唯一のｾﾝﾀｰ会社として勝ち残る 



6-2-2. ポリマー事業 ／石油化学セグメント ／主な事業の成長戦略 
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 差別化、高付加価値化 

<ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ> 
 食品・ﾒﾃﾞｨｶﾙ・電子分野向け特殊ｸﾞﾚｰﾄﾞの 

  国内拡販及び海外展開強化 
 品質改良によるﾊｲｴﾝﾄﾞ分野への参入 

<機能性ﾎﾟﾘﾏｰ> 
 CR：得意ｸﾞﾚｰﾄﾞ＇硫黄変性、金型非汚染（の拡販 
 CSM：第２ﾌﾟﾗﾝﾄの新設 
 新規ﾎﾟﾘﾏｰ＇耐油性向上（の上市 

【製品】 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ、合成ｺﾞﾑ＇CR、CSM（ 

方向性 

取り組み 

CSMの用途 

点滴用輸液ﾊﾞｯｸﾞ 

目薬容器 

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝのﾒﾃﾞｨｶﾙ分野での用途 

ｳｴｯﾄｽｰﾂ 

バスの連結部材 

CRの用途 



6-3. 機能商品セグメント ／主な事業の成長戦略 
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 2018年度 ： 営業利益400億円＇15年度比＋73億円（・率21.7％＇15年度比＋3.0％（ 

 

• ﾊｲｼﾘｶｾﾞｵﾗｲﾄ 

• ｼﾞﾙｺﾆｱ 

• 電解二酸化ﾏﾝｶﾞﾝ 

• 石英ｶﾞﾗｽ 

• ｽﾊﾟｯﾀﾘﾝｸﾞﾀｰｹﾞｯﾄ 

高機能材料事業 

事業内容 

• ｴﾁﾚﾝｱﾐﾝ 

• ｳﾚﾀﾝ発泡触媒＇TEDA、
TOYOCAT、RZETA（ 

• 臭素・難燃剤 

• 計測機器・ｶﾗﾑ・分離精製剤 

• 免疫検査機器・試薬 

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ事業 

有機化成品事業 



6-3-1. 高機能材料事業① ／機能商品セグメント ／主な事業の成長戦略 
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 ﾀｲﾑﾘｰな新ｸﾞﾚｰﾄﾞ開発・能力増強 

 新ｸﾞﾚｰﾄﾞ開発体制の強化 
 HSZ®製造設備をﾏﾚｰｼｱに新設＇16年秋完工（ 
 次期能力増強 

【製品】 ﾊｲｼﾘｶｾﾞｵﾗｲﾄ＇HSZ®（ 

方向性 

取り組み 

0.0  

2.0  

4.0  

6.0  

8.0  

08年 09年 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 

※2008年生産能力を「1.0」とする 

HSZ®能力増強の推移 欧州 

米国 

ｱｼﾞｱ 

日本 
Euro4 
相当 09年~ 

ﾎﾟｽﾄ 
新長期 

13年~ 

Euro6 

10年~ 

US10 

需要増、高機能化  

自動車排ｶﾞｽ規制 

 17年～ 欧州 ： VW問題対応で規制強化 
       中国 ： Euro6相当の規制を導入 
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 差別化ｸﾞﾚｰﾄﾞの継続投入、能力増強 

 歯科材料：透光感ｸﾞﾚｰﾄﾞの拡充 
 装飾用途：顧客ﾆｰｽﾞにﾏｯﾁした材料開発の迅速化 
 ｼﾞﾙｺﾆｱ生産能力増強＇四日市、16年秋完工（ 
 新規用途の開拓、次期能力増強 

【製品】 ｼﾞﾙｺﾆｱ 

取り組み 

方向性 

差別化ｸﾞﾚｰﾄﾞの開発 

歯科材料に占めるｼﾞﾙｺﾆｱの普及率＇当社推定（ 

欧州 

米国 ｱｼﾞｱ 

日本 わずか 

１０％ 
未満 

４０％超 

５０％超 

透光感 

従来 

ｸﾞﾚｰﾄﾞ 

Zpex® 

Smile 

Zpex® ﾀｰｹﾞｯﾄｿﾞｰﾝ 

強 
度 
 

 成長続ける欧米市場 
   → 2018年予想普及率 ： 欧州50%・米国60% 

 成長が期待されるｱｼﾞｱ・日本市場 
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 高機能化 

<電解二酸化ﾏﾝｶﾞﾝ> 
 高性能乾電池用途での差別化 

<石英ｶﾞﾗｽ> 
 製造ｺｽﾄ低減による競争力強化、新規素材の開発 

<ｽﾊﾟｯﾀﾘﾝｸﾞﾀｰｹﾞｯﾄ> 
 ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ用途での拡販・高性能品開発 

【製品】 電解二酸化ﾏﾝｶﾞﾝ、石英ｶﾞﾗｽ、ｽﾊﾟｯﾀﾘﾝｸﾞﾀｰｹﾞｯﾄ 

方向性 

取り組み 

ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ市場＇当社推定（ ﾀｰｹﾞｯﾄ材 
石英ｶﾞﾗｽ 

0 

10,000 

20,000 

30,000 

2015年 2016年 2018年 

   ＇1,000㎡/年（ 

 先進国に続き、新興国でのｽﾏｰﾄﾌｫﾝ市場の成長 
   により、今後も需要が拡大する見込み 
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33 

 既存製品の収益力強化、 
  新規製品の事業安定化 

<ｴﾁﾚﾝｱﾐﾝ> 
 ﾊｲｱﾐﾝ化による利益極大化 

<ｳﾚﾀﾝ発泡触媒> 
 TOYOCAT：高機能品の拡販に注力 
 RZETA：欧米での販売強化 

<臭素・難燃剤> 
 臭素製造設備の効率化投資＇17年春完工（ 

【製品】 ｴﾁﾚﾝｱﾐﾝ、ｳﾚﾀﾝ発泡触媒、臭素・難燃剤 

方向性 

取り組み 

84% 

88% 

92% 

96% 

100% 

2015 2016 2017 2018 

ローアミン ハイアミン 

 ﾛｰｱﾐﾝ発生比率の高いEO法は、引き続き能力増強予定 
 ﾛｰｱﾐﾝ発生をｾﾞﾛに制御できるﾊｲｱﾐﾝ化を実現 

ｴﾁﾚﾝｱﾐﾝの世界需給ﾊﾞﾗﾝｽ＇当社推定（ 

340 

380 

420 

460 

2015年 2016年 2018年 

ｱｼﾞｱの臭素需要＇当社推定（ 

 ＇千ﾄﾝ/年（ 

需要≒供給 

需要＜供給 

※ 需要想定 ： 年率5%成長 

 成長分野・地域で拡販 

(EDA) (TETA・TEPA) 
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 R&D・M&Aによる事業領域の拡充、 
  新興国市場での拡販 

 M&Aを活用した新技術・新製品の獲得 
<計測分野> 

 ﾊﾞｲｵ医薬向けｶﾗﾑ・分離精製剤の新ｸﾞﾚｰﾄﾞ開発 
 ﾄﾖﾊﾟｰﾙ＇分離精製剤（の能力増強 

<診断分野> 
 成長分野での特徴ある試薬項目の拡充 
 Tosoh India＇15年Lilac社買収（を活用した 

  ｲﾝﾄﾞ市場の開拓 

【製品】 計測機器・ｶﾗﾑ・分離精製剤、免疫検査機器・試薬 

方向性 

取り組み 

 10ヶ国15拠点で事業を展開 

国内外の拠点 

分離精製剤市場＇当社推定（ 

600 

1,000 

1,400 

2015年 2016年 2018年 

   ＇億円/年（ 

北米 

ｱｼﾞｱ 

欧州 



7. 安全改革に向けた取組み 
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7. 安全改革に向けた取り組み 

  
 熟練運転員のKnow-How・技能の「標準化」「ｼｽﾃﾑ化」による安全向上 

 
 化学ﾌﾟﾗﾝﾄ実習設備での実践教育 

 Know-Why教育拡充によるﾄﾗﾌﾞﾙ対応力の養成 

 
 設備保全の強化を目的に2014年から3年間で100億円投入 

  ＇必要に応じ、継続的に資金を投入（ 

 中長期の視点に立った設備管理方針の着実な実行 

安全・安定運転技術の確立 

ﾄﾗﾌﾞﾙ・異常現象の撲滅 

教育・訓練の充実 



8. 株主還元の方針 
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8. 株主還元の方針 

 安定配当の継続が基本 

 配当は期間業績・ﾌﾘｰＣＦ・将来の事業展開等を総合的に勘案して決定 

 中長期的には、配当性向30%を目指す 
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≪注意事項≫ 

本資料の計画は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した予想です。 

従いまして、今後の国内外の経済情勢や予測不可能な要素等により、実際

の業績は計画値と大幅に異なる可能性があります。 

 

 

＇完（ 


